
第７４期　決算書

　特別損益

　　　　　税引前当期純利益

　法人税・住民税等

　　　　　当期純利益 494,174

8,971

732,808

238,634

科　　　目

（単位：千円）

　売上高

　売上原価

　　　　　売上総利益

金　　　額

4,651,540

2,823,662

1,827,878

　販売費　及び　一般管理費

　　　　　営業利益

　営業外収支

　　　　　経常利益

54,638

723,837

1,158,679

669,199

貸　借　対　照　表

令和6年7月31日

損　益　計　算　書

自令和5年8月1日至令和6年7月31日

負債及び純資産　合計

純資産の部

2,763,728 1,359,015

資産　合計

負債の部

　流動負債

　固定負債

負債　合計

　資本金

　資本剰余金

　利益剰余金

純資産　計

5,146,8625,146,862

資産の部

　流動資産

　固定資産

有形固定資産

無形固定資産

投資等

　繰延資産

1,711,597

2,076,250

3,435,265

100,000

64,000

1,547,597

2,383,134

2,007,702

42,630

332,802

0

科　　　目 金　　　額 科　　　目 金　　　額

（単位：千円）



　　　従業員の賞与支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上している。

　（3）退職給与引当金

　　　従業員の退職給付に備えるため、当会計年度末における退職給付債務に基づき、当会計年度末に発生していると認められる額を計上している。

　　　なお、退職給付債務は、期末自己都合要支給額に基づいて計算している。

　4．その他計算書類作成のための基本となる重要な事項

　　消費税等の会計処理　　税抜方式によっている。

  3. 当事業年度中に行った剰余金の配当に関する事項

　　配当金の総額　　93,795千円

Ⅱ．株主資本等変動計算書に関する注記

　1．当事業年度末日における発行済株式の種類と総数

　　普通株式　　　　　78,400株

　2．当事業年度末日における自己株式の種類と総数

　　普通株式　　　　　 6,250株

453,048 0 453,048

至　令和６年７月３１日

　1．資産の評価基準及び評価方法

　（1）有形固定資産

　　　定率法を採用している。但し、平成10年4月1日以降取得した建物（建物附属設備除く）及び平成28年4月1日以降取得した建物附属設備ならびに構築物

　（2）賞与引当金

　　　については、定額法を採用している。

　（2）無形固定資産

1,711,596

個　別　注　記　表

自　令和５年８月　１日

　　棚卸資産　　　　最終仕入原価法による。

　2．固定資産の減価償却の方法

Ⅰ．重要な会計方針に係る事項に関する注記

　　　定額法を採用している。

　3．引当金の計上基準

　（1）貸倒引当金

　　　売掛金、短期貸付金等の貸倒損失に備えるため、法人税法の規定に基づく法定繰入率により計上している。

200,000

-41,126

自己株式の取得 0 0

0

当期変動額合計 0 0 0 0 453,048 0

令和５年７月３１日
期末残高

100,000 64,000

別途積立金の積立

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

1,467,346

200,000

-128,750

-41,126

至　令和６年７月３１日

自己株式

-128,750

-41,126

株主資本
合計

株主資本

資本金

資本剰余金

資本準備金

1,014,298

494,174

令和４年８月１日
期首残高

当期変動額

当期純利益

100,000 64,000 9,000 1,258,548

項目

0

利益剰余金

利益準備金

別途積立金
繰越利益
剰余金

その他利益剰余金

剰余金の配当

（単位：千円）

株主資本等変動計算書

自　令和５年８月　１日

1,711,596

494,174

評価・換算
差額等

9,000

0

純資産
合計

1,258,548

494,174

0

0

0


